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3Gシールドの魅力 

高本孝頼 

2013/08 

パート３：Arduino と３G シールドでクラウド連携（セン

サ値を無償のクラウドでグラフ表示） 
 

１． フリーのクラウドサービス xively.com の紹介   

このパート３では、Arduino＋３Gシールドを使い、Arduino 上のセンサ値を無償のクラ

ウドに送信し、その値をグラフで表示させたり、送信したセンサ値を後日取り出したりす

ることができる xively.comの使い方を紹介します。   

この xively.comは、使い方が簡単で、Arduino＋３Gシールドからも短時間でセンサ値

をアップできる特長があり、さまざまな拡張性も備えています。xively.comのビジネスモ

デルは、有償カスタマイズや膨大なデータを管理する有償化があるようですが、フリーで

使わせてもらうだけでも、充分価値のあるサイトだと言えます。 

＜図１．Arduino＋３Gシールで xively.comを利用＞ 

 

すでに某大学の先生が、３Gシールドを買い求めてから、僅か10時間以内で、Arduino

上のセンサ値をアップした実績もあります。それだけ簡単で、便利な機能を持ち合わせて

いるクラウドサービスですが、さらに最近ではいろいろなAPI（開発環境）を揃えてきてい
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て、便利さが高まってきています。 

それでは、図１に表記しています①から⑤までを詳細に説明して行き、簡単にArduino+

３Gシールド上に温度センサ値を、クラウドサーバ xively.com にアップし、閲覧したり、

データをダウンロードするところまでを紹介していきましょう。 

 

２． xively.com へのユーザ登録 ①  

xively.comでのユーザ登録は、メインメニューの右端上段にある「SIGN UP」にて行い

ます。（図２参照） 

 

＜図２．xively.comのメインメニュー＞ 

 

この「SIGN UP」メニューを選択すると、図３～図４のユーザ登録用の名前、メールア

ドレス、パスワードなどを尋ねてきます。 

 

 

 

 

 

 

ユーザ登録メニュー 
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＜図３．ユーザ登録画面１＞ 

 

＜図４．ユーザ登録画面２＞ 

ユーザ名 

e メール 

パスワード 

パスワード 

名前（性・名） 

仕事 

国籍 

郵便番号 

地域（時刻差） 
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これで「SIGN UP」を選択することで、登録が終了です。特に自分の情報を送る必要も

ありませんので、上部のところのみをお送りされたら如何でしょうか？ 

 

３． xively.com での Feed - ID/API -Keys の設定 ②  

つぎは、xively.comへデータをアップするときの ID（Feed-IDと API－Keys）を設定

します。これらは、暗号化されたAPI-Keys と、センサをアップするところの名前である

Feed-IDを設定していきます。 

まずは、Login した画面で、「＋Add Device」枠を選択します。 

＜図５．Development Devices 画面＞ 

 

 

つぎに、「Add Device」画面が表示されますので、こちらでは、「デバイス名」、「デバイ

ス内容」、「公私の選択」などを入力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここを選択 

の引数設定 
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 ＜図６．Add Device の画面＞ 

 

 

さらに続けて、つぎは「チャネルの追加設定」を行います。 

 

  

デバイス名 

デバイス内容 

公私の選択 

設定が終了したらここを選択 
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＜図７．チャネル追加選択画面＞ 

 

＜図８．チャネルの詳細設定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャネル追加選択 

追加選択 

チャネル ID 

タグ・単位・シンボル 

 

 
初期値 

チャネル保存 

Channel 
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＜図９．設定された Feed-ID や Chanel、API-Keys の確認＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、「API-Keys」と「Feed-ID」、「Channel」の設定が終わりました。 

つまり、「API-Keys」と「Feed-ID」は、システム側による設定で、「Channel」は、ユー

ザ設定によります。 

 

   

 

Feed-ID 

API-Keys 

Channel 
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４． Arduino+ ３G シールド上のスケッチ作成 ③  

 それでは、いよいよArduino+３Gシールド側のスケッチを作成してきましょう。 

こちらは、前述までの３つの値「API-Keys」と「Feed-ID」それに「Channel」を使って、

スケッチに記載していきます。 

 ここでは、温度センサ「LM61BIZ」を使って、以下の図10のようにピンをアナログA0

ピンと、A1ピン、それに A2ピンのピンに差し込みます。 

 

＜図１０. ３Gシールド上の温度センサ（LM61BIZ）の取り付け＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、以下にスケッチを紹介していきましょう。ただ、ここでは、先に紹介した３

つの値は、スケッチ１の中に実際に書き込んでください。 

 

 ＜スケッチ１．初期設定部分のスケッチ＞ 

 

ここでは特に、「server」や「path」、それに「header」に xively.comに関係するものを

設定してあります。 

 

３Gシールド基板 

温度センサ（LM61BIZ） 

// A3GS sample -- httpPOST (Use xively.com Cloud Service) 

#include <SoftwareSerial.h> 

#include "a3gs.h" 

#define LM61BIZ_Pin 1    // LM61BIZ output pin: A1 

const char *server = "api.xively.com"; 

const char *path = "v2/feeds/FEED- ID /datastreams/CHANNEL ?_method=put"; 

const char *header="X-ApiKey:API -Keys $r$nContent-Type: text/csv$r$n"; 

int port = a3gsDEFAULT_PORT; 

char res[50]; 

char body[20];  

int len; 

 

 

API -Key が入る 

Feed -  ID が入る 

 

Channel が入る 
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つぎの「setup」関数では、温度センサをアナログピンに連続して設定するものと、あとは、

３Gシールドの初期化を行っています。 

 

＜図１１．setup 関数の設定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このスケッチの中で３Gシールドに関係するものは、「a3gs.start」と「a3gs.begin」の２

つのみで、この２つで３Gシールドの立ち上げ、つまりネットとの接続を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

void setup () 

{ 

  pinMode(A0, OUTPUT);  // A0(LM61BIZ - GND) 

  digitalWrite(A0, LOW); 

  pinMode(A2, OUTPUT);  // A2(LM61BIZ - +VS) 

  digitalWrite(A2, HIGH); 

  Serial .begin(9600); 

  delay(3000);  // Wait for Start Serial Monitor 

  Serial .println(">Ready."); 

  Serial .print("Initializing.. "); 

  if (a3gs.start() == 0 && a3gs.begin() == 0) 

    Serial .println("Succeeded."); 

  else { 

    Serial .println("Failed."); 

    while (1) ;  // STOP 

  } 

} 

センサ設定 
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つぎの「loop」関数では、温度センサの値を読込み、サーバに受け渡すため「httpPOST」

を使っているところが、３Gシールドに関係するものです。 

 こちらは、30秒おきに温度センサ値をアップするように、最終行に待機で

「delay(30000);」を設定しています。 

 

 

＜図１２．loop 関数での処理＞ 

 

最後に、温度センサ値を計算するための関数もご紹介しておきます。 

＜図１３．getTemp 関数：温度センサ値を計算する関数＞ 

 

void loop () 

{ 

  static int Count = 1; 

  Serial .print(">httpPOST requesting: "); 

  Serial .println(Count++, DEC); 

  len = sizeof(res); 

  int temp = getTemp(); 

  sprintf(body, “%d.%d", temp/10,temp%10); 

  if (a3gs.httpPOST(server, port, path, header, body, res, &len, true) == 0) { 

    Serial .println("Succeeded."); 

    Serial .print(">Response=["); 

    Serial .print(res); 

    Serial .println("]"); 

  } 

  else 

    Serial .println("Failed."); 

  delay(30000);  // take an interval 

} 

httpPOST 利用 

int getTemp(void) 

{ 

  int mV = analogRead(LM61BIZ_Pin) * 4.88; 

  return (mV- 600);   

} 
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５． クラウド xively.com を閲覧 ④ 

 それでは、４．でアップされたセンサ値が無事、クラウド xively.comにアップされてい

るかを見てみましょう。 

 ユーザ IDとパスワードで LOG IN し、先ほど定義したDevices のところを選択します。 

＜図１４．LOGIN後のトップ画面でのデバイスの選択＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここを選択 
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＜図１５．センサ値のグラフ表示＞ 

 

図 15中で、「Feed URL」を選択し、さらに「Graphs」を選択することで、グラフが画面

上に表示されます。 

 

 

  

① Feed URL を選択 

 Graphs を選択 

 



13 

 

＜図１６．センサアップのデータ詳細グラフ表示画面＞ 

 

 

図 16にあるように、表示系の選択が、「5分間」、「30分間」、「1時間」とでき、センサデ

ータがアップされた時間で表示されます。さらに、平均でのセンサデータ値を、「6時間」、

「1日間」、「7日間」、「1ヶ月間」、「3ヶ月間」でも選択してみることができます。また、

過去のデータを画面シフトしながら見ることもできます。 

 

  

値をアップ 

（表示系選択） 
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６． クラウド xively.com からセンサ値をダウンロード ⑤ 

 xively.comの機能には、過去の蓄積したセンサ値を取り出すこともできます。図17に

示すところにいろいろなダウンロードの仕方が載っていますので、いろいろと試してみて

ください。 

 ＜図１７．履歴データを xively.comからダウンロードする説明画面＞ 

 

 

 例えば、以下の表示では、CSVデータとして、簡単に取り出すことができます。 

  ＜図１８．CSVでの取出し例＞ 

 

 これらは、ブラウザのコマンド入力で、データを取り出します。 

 

 最後には、そのCSVで出力した事例を紹介しましょう。 
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＜図１９．xively.comから過去のデータを取り出した例＞ 

 

 

どうでしたでしょうか？ 過去にクラウドにアップしたデータも簡単に取り出せますので、

使い道は広がるのではないでしょうか？ 

 

今回ご紹介した xively.com は、数か月前までは、coms.comと呼ばれていたもので、

新たな機能も追加され、バージョンアップを図っているようです。 

 以前、某都内の大学の先生が、３Gシールドを導入後、わずか10時間程度で、センサ値

をクラウドにアップされました。まったく３Gシールドを使ったことが無い先生でしたが、

それだけ簡単にアップできたことと、さらにその2-3 日後には、実際の実験現場である奄

美大島まで持って行ってデータをアップされたことは、驚きの連続でした。 

 

 誰もが、簡単にクラウドを立ち上げるのは難しいところですが、この xively.comを使う

ことで、大きな時間節約にもなり、さまざまなメリットが見いだせるのではないでしょう

か？ 

 

次回は、ツイッター連携の紹介をしたいと思います。こうご期待。 

 

 

以下は、３Gシールド関連の情報が掲載されているサイトです。 
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 １．NPO法人３Gシールドアライアンスのサイト   http://3gsa.org/ 

  ２．3Gシールド技術情報および保守サイト http://a3gs.wiki.fc2.com/ 

 ３．Facebook「NPO法人３Gシールドアライアンス」でも最新情報紹介 

 

 

http://3gsa.org/
http://a3gs.wiki.fc2.com/

